
［ソーシャルアクションアカデミー 2022｜ソーシャルアクション学科］
カリキュラム概要と参加のご案内

社会課題解決への参画とビジネススキルを磨く超実践型プログラム

［企画・運営］ ［協⼒］
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1

⾮営利組織とともにリアルな社会課題解決に挑戦する経験と
エキスパートによる講義やフィードバックを通じて
ビジネススキルを磨くことを両⽴する、
超実践型アクションラーニングプログラムです。
「社会変⾰を起こす事業を⽣み出す⼒」を体得できる最良の機会として
本アカデミーへの参加をご案内します。

#社会感度向上 #課題解決⼒ #SDGsの推進 #CSVの実現 #他流試合

#越境学習#新事業開発 #イノベーション

関連性の⾼いキーワード

#レジリエンス

とは

参加費

99,000円/⼈
［消費税込］

サービスグラント経験者は
50％割引あり※今年度実施のプログラムとして、社会課題をめぐる学術的調査・研究活動に取り組む「ソーシャルリサーチ学科」もあります。
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2021年に参加した数ある研修の中で
某ビジネススクールの講座と
ソーシャルアクションアカデミーが
ベスト２でした。

（⾃動⾞メーカー勤務／管理職）

社内でも社会課題への取り組みの
重要性には⽬を向けられています。
仕事とSAAとの共通項を探しつつ、
イノベーションを起こしたいなぁと
企んでいます。

（情報システム会社勤務／システムエンジニア）

プログラム3年⽬、⾃信をもって皆さまの参加を呼びかけます

＜2021年 参加者の声より＞
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アクションの実践に⾄るまでのプロセスを体系的に経験できます

ゼロから学び・知るところからスタートし、計画を考え、ソーシャルアクションを実践する。
⼀連のプロセスを体系的に経験できるプログラムです。

ST
EP
1 課題共有と

インプット ST
EP
2 実⾏計画の
企画 ST

EP
3 ソーシャル

アクション

ü 社会課題に向き合うNPOの
実践者から学ぶ

ü スタディツアーで現場を体
感する

ü 実践者からインスピレー
ションを受ける

ü ソーシャルアクションを企
画し⾏動計画を⽴案

ü ソーシャルアクションの
実⾏

ü PDCAを回しながらアク
ションを継続的に改善
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③現場訪問・体験を通じて「共感する」

ソーシャル×ビジネスのすべてが詰まった充実のプログラムです

4

④課題解決の専⾨的な⼿法を「学ぶ」

②課題を構造的に捉え真の課題を「深掘りする」

⑤創造的にアイデアを出し解決策を「考える」

⑥具体的なアクションを「実⾏する」

⑦ PDCAサイクルを回し「改善し続ける」

⑧得られた経験や学びを「⾔語化する」

①まずは社会課題の存在を「知る」 ⼊⾨講座

スタディツアー

実践講座

課題整理ワークショップ

アイデアソン

バーキャンプ ＆ チーム編成

進捗共有会・メンタリング

相互フィードバック
ふりかえりセッション

企
画

課
題
共
有
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アカデミーの「理念」と「校則」

【アカデミーの理念】
チームの仲間と共に、

⼼を動かす、体を動かす、社会を動かす。

【アカデミーの校則】
現場ファースト。リアルな声に⽿を傾けよう。

フルスイング。打席に⽴ち、振り切る勇気を持とう。
ONE TEAM。個性をいかし、パスをつなげてトライしよう。
プレイフル。遊び⼼をもって、笑いながら社会を変えよう。
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ソーシャルアクションの実践者による集中講義

プログラム前半に⽤意されている集中講義では、ソーシャルアクションや社会起業家としての
実践経験を豊富に持つ講師に学ぶ機会をご⽤意します。社会課題に働きかけるアプローチやユ
ニークな実践⼿法、アイデアをカタチにする⽅法論などをお伝えしていきます。

嵯峨⽣⾺
認定NPO法⼈
サービスグラント代表理事

国内最⼤級のプロボノプロ
ジェクトを運営。

⻘野慶久さん
サイボウズ株式会社
代表取締役社⻑

経営者のかたわら夫婦別姓を推進す
るアクティビストとして活躍。国⺠
的関⼼を集め法改正議論の台⾵の⽬
に。

2022 講師陣
夫婦別姓を政策論議に

逆⾵を味⽅にする実⾏⼒
⾮営利組織の基礎

ビジネスパーソンの⼼得

松本亜樹⼦さん
NPO法⼈Fine 代表理事

2004年から不妊当事者のサポートを
する活動を進め、当事者の⾃助活動
に加え、調査・政策提⾔等幅広い活
動を展開。政府や企業の不妊治療へ
の⽀援制度づくりにも⼤きく寄与し
ている。

政府や企業を動かす
アドボカシー実践談

⼩国⼠朗さん
株式会社⼩国⼠朗事務所
代表取締役／プロデューサー
元NHK番組ディレクター

「注⽂をまちがえる料理店」「
Delete C」など、数々の社会性とイ
ンパクトのある企画をプロデュース
。

岡本佳美さん
株式会社アム

マーケティングのノウハウを⽣か
し、フローレンスやクロスフィー
ルズ創業時から、コミュニケーシ
ョンをリード。ブランディングや
戦略的広報を得意とする。

社会課題の伝え⽅
Dos ＆ Donʼts

アイデアをカタチに
“笑える⾰命”の流儀
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社会課題と向き合う⾮営利組織とともにリアルな課題に挑戦します

社会課題と向き合う⾮営利組織のリーダーから、現状最新の社会課題の状況についての講座や、
活動現場を訪問・体験するスタディツアーを⾏います。また、課題の深掘りを通じて、個々の
課題の構造化や解決策などをめぐってディスカッションしていきます。

岩朝しのぶさん
NPO法⼈⽇本こども⽀援協会
代表理事

全国で約45,000⼈の⼦どもが「社会的養護」
による⽣活を送る中、家庭的な環境で⽇々を
過ごせる⾥親・養育家庭等への期待は年々⾼
まっています。⽣い⽴ちに難しさを抱える⼦
どもに寄り添い、⽣活を共にできる良質な⾥
親等を⾒つけること、そして、⾥親等が抱え
るストレスや悩みに対する⽀援の体制は決し
て⼗分とは⾔えない状況にある中、⾥親の普
及啓発、⾥親同⼠のコミュニティ形成に取り
組んでいます。

染⽮明⽇⾹さん
NPO法⼈ピルコン
代表理事

性の健康啓発を⾏うNPO法⼈ピルコン理事
⻑。中⾼⽣や保護者、教育関係者向けの性教
育講座や情報発信の他、政策提⾔や海外の性
教育動画Amazeの⽇本語翻訳プロジェクトの
統括も⾏う。NHKやTBS、朝⽇新聞、読売
新聞、⽇経新聞などの⼤⼿メディアにも数多
く出演・掲載。
著書に『マンガでわかるオトコの⼦の「性
」』。

林恵⼦さん
認定NPO法⼈ブリッジフォースマイル
理事⻑

ブリッジフォースマイルは、児童福祉では珍
しく、広く社会に働きかけ、多数の協⼒者を
巻き込むなど、⼦どもたちを⽀援するための
仕組み作りに注⼒してきた団体です。社会的
養護の分野で17年の活動実績があり、関東圏
を中⼼に全国で約200の児童養護施設、150
社ほどの協⼒企業、500名ほどのボランティ
アなど、幅広いネットワークを持っています

橘ジュンさん
NPO法⼈BONDプロジェクト
代表理事

これまで少⼥たちを中⼼に3000⼈以上に声
をかけ、街頭の⼥の⼦の声を伝えるフリーマ
ガジンVOICESを創刊。虐待、家出、貧困な
ど様々な困難をひとりで抱えてしまう10代
20代の⼥の⼦に寄り添い「聴く、伝える、繋
ぐ」⼥性による⽀援に取り組んでいます。
著書に『漂流少⼥〜夜の街に居場所を求めて
〜』『最下層⼥⼦⾼⽣〜無関⼼社会の罪〜』
など。
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ステップ1
【課題を捉える】

ステップ2
【アイデア検討とチーム編成】

ステップ3
【アクションの実践と検証】

⾮営利組織のリーダーから、それぞ
れの課題への取り組みや考えなどを
ディスカッションし、共通する課
題・原因を知る

共通課題・原因に対するソーシャル
アクションのアイデアを参加者各⾃で
検討後、類似したアイデア同⼠や共感
するメンバーでチームを編成

各チームごとに定めたアクション
の⽬的、⽬標、計画に沿って実践
活動を進め、最終的な結果と成果
を取りまとめる

…

…

…

！
！ ！！
！
！

チームDチームCチームBチームA

・・・

チームB（例）
ティーン向けの居場所⽀援のまとめ
をnoteで作成、SNSで拡散

チームA（例）
ヤングケアラー向けサービス提供に
向けた政策提⾔書をまとめる

チームC（例）
企業⼈向けに無償の学習⽀援ボラン
ティア募集のキャンペーンを展開

・・・

経済的困窮家庭の⼦どもの
学習⽀援に関わる団体

児童養護施設を巣⽴つ
若者を⽀援する団体

家庭的な養育を⽬指す
⾥親普及に取り組む団体

⼊⾨からアクション実践までステップを踏みながら進んでいきます
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個
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⾮営利組織Aの
取り組む課題

⾮営利組織Bの
取り組む課題

⾮営利組織Cの
取り組む課題

共通の課題・原因1 共通の課題・原因2

ソ
"
シ
$
ル

ア
ク
シ
(
ン

ソーシャルア
クション1-①

ソーシャルア
クション1-②

ソーシャルア
クション2-①

ソーシャルア
クション2-②

ソーシャルア
クション
x-x

共通課題や社会的インパクトのあるアクションを検討していきます

各⾮営利組織の取り組む個別課題を超えて、それらに共通する課題や原因をさぐり出し、そこ
に働きかける社会的インパクトあるソーシャルアクションのアイデアを企画し、実践します。
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全体カリキュラムと実施⽇程 [1/3]
⽇時 プログラム ゴール 担当講師

8/10(⽔)
19:30-21:30

オリエンテーション ＋ ⼊⾨講座①「ソーシャル基礎知識」
プログラムの詳細や進め⽅のポイントを説明するとともに、ソーシャルセクター
の基礎についての解説を⾏います。

知る
・プログラム全体像を理解する
・参加者どうしの顔合わせを⾏う

嵯峨⽣⾺（サービスグラント）
SAAメンター
サービスグラント事務局

8/20(⼟)
9:30-12:00

⼊⾨講座②「社会的養護」＋ 課題整理ワークショップ
社会課題の現場で活動するNPOの活動の実際の様⼦を聞くことで、社会課題の現
状を知り、関⼼を⾼めます。また、NPOの抱える課題を棚卸し、優先順位や課題
解決の選択肢の検討を通じて、課題の可視化・構造化を図ります。

深掘りする
・社会課題に関する基礎的理解を得る
・疑問点の洗い出しと質疑応答を通じて
理解を深める

岩朝しのぶさん（⽇本こども⽀援協会）
林恵⼦さん（ブリッジフォースマイル）

8/27(⼟)
9:30-12:00

⼊⾨講座③「若者を守る」＋ 課題整理ワークショップ
⼊⾨講座②と同様の構成で⾏います。

染⽮明⽇⾹さん（ピルコン）
橘ジュンさん（BONDプロジェクト）

8/27〜
9/25
任意参加
⼀部定員あ
り

スタディツアー① ⾥親家庭に聞く
社会的養護を担う⾥親へのインタビューを⾏い、⾥親としての⽇頃の⽣活の様⼦
ややりがい、受け⼊れの課題等についてお話を聞きます。

共感する
・社会課題の現場に触れて、肌で感じる
・当事者の声を直接聞く

協⼒：⽇本こども⽀援協会

スタディツアー② 児童養護施設を⾒学する
児童養護施設を訪問し、社会的養護の環境について、実際の現場の状況を視察し
ます。

協⼒：ブリッジフォースマイル

スタディツアー③ 性教育を受講する
⾼校⽣向けの性教育講座を受講するとともに、ボランティアの声などを聞きなが
ら⾼校⽣の⽣の声を聞きます。

協⼒：ピルコン

スタディツアー④ 街を“パトロール”する
都⼼で⾏われている“漂流少⼥”たちのパトロールの様⼦を⾒るとともに、少⼥た
ちをサポートするスタッフの体験談などをヒアリングします。

協⼒：BONDプロジェクト

※スタディツアーは、参加できる⼈数に上限があります。詳細はオリエンテーションでご説明します。

※カリキュラムは今後変更になる可能性があります
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全体カリキュラムと実施⽇程 [2/3]
⽇時 プログラム ゴール 担当講師

9/14(⽔)
19:30-21:30

実践講座①「社会を動かすアドボカシーの⼒」
ソーシャルアクションを実践し、社会に⼤きなインパクトを⽣み出したお⼆⼈
から、社会課題へのアプローチや⾏動指針などについてお聞きします。

学ぶ
・ソーシャルアクションに必要な共感
⼒やレジリエンスを学ぶ
・思いをムーブメントにする実践⼿法
を知る

⻘野慶久さん（株式会社サイボウズ）
松本亜樹⼦さん（Fine）

9/28(⽔)
19:30-21:30

実践講座②「社会課題の伝え⽅ Dos ＆ Donʼts」
マーケティングの⼿法を活⽤しながら、いかに効果的に社会的な発信を⾏うか、
具体的な事例とともに解説いただきます。

学ぶ
・社会領域におけるマーケティングと
コミュニケーションのポイントを学ぶ

岡本佳美さん（株式会社アム）

10/8(⼟)
9:30-12:00

実践講座③「アイデアをカタチに “笑える⾰命”の流儀」
＆ ソーシャルアクション・アイデアソン
アイデアをカタチにする⽅法論を学ぶとともに、社会課題をテーマにソーシャ
ルアクションのアイデアを⾃由に出し合うクリエイティブな時間です。

企画する
・アイデアの具体化の⽅策を学ぶ
・実際にソーシャルアクションのアイ
デアを⾃由に発案してみる

⼩国⼠朗さん（⼩国⼠朗事務所）

9/15 〜
10/21
［任意参加］

クラスルーム
期間中3-4回程度、アカデミー参加者どうしでアイデアを出し合ったり、ディス
カッションを⾏う⾃由な場として、任意参加の意⾒交換の場を開催します。
開催⽇程・頻度については、「⽔曜夜または⼟曜午前」を中⼼に、受講者と相
談の上設定します。

企画する
・他の参加者のアイデアを聞きインス
ピレーションを得る
・さまざまなアイデアとその実現の選
択肢を模索する

SAAメンター
サービスグラント事務局

10/22(⼟)
9:30-12:00

バーキャンプ ＆ チーム編成
「社会的養護」「若者を守る」それぞれのテーマに関するソーシャルアクショ
ンについて、参加者から⾃由に話題を提供しながら賛同する仲間を募り、チー
ム編成につなげていきます。

実⾏する
・ソーシャルアクションのアイデアに
ついてディスカッションし、ブラッ
シュアップ・仲間集めを⾏う

岩朝しのぶさん（⽇本こども⽀援協会）
林恵⼦さん（ブリッジフォースマイル）
橘ジュンさん（BONDプロジェクト）

※カリキュラムは今後変更になる可能性があります
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全体カリキュラムと実施⽇程 [3/3]
⽇時 プログラム ゴール 担当講師

11/3(⽊・祝)
9:30-12:00

キックオフミーティング
アイデアに集まったメンバーにより、チーム活動をスタートします。キック
オフミーティングでは、チームの⽬標と進め⽅について検討・合意を図りま
す。

・ソーシャルアクションを通じて⽬
指す成果⽬標を設定する
・取組内容・進め⽅を主体的にデザ
インする

嵯峨⽣⾺（サービスグラント）
SAAメンター
サービスグラント事務局

11/3〜
1/28

ソーシャルアクション実践期間 ＆ メンタリング
チームごとに考えたソーシャルアクションを、いよいよ実⾏に移していく期
間です。PDCAサイクルを回しながら、アクションを通じた試⾏錯誤により、
社会課題への働きかけを⾏っていきます。また、効果を⾼めていくために計
画の変更を加えたり、さらにインパクトを拡⼤するための施策を検討し実施
していきます。期間中、過去参加経験者が「メンター」として伴⾛します。

改善し続ける
・ソーシャルアクションを企画し、
実⾏に移す
・実践を通じてリアクションを得て、
修正・改善を繰り返す

SAAメンター
サービスグラント事務局

11/16(⽔)
19:30-21:30

進捗共有会① with ⼤⼈の社会科⾒学
「⼤⼈の社会科⾒学」とは、ソーシャルに関するさまざまな話題をめぐる⾃
由な交流の場です。
チーム活動の進捗状況を共有するとともに、アカデミー参加者以外に向けて、
さらなるアイデアや活動に共感・協働する⼈を呼びかけます。

・チーム活動の最新状況を発表し
フィードバックを得る
・他チームの取組を活動の参考にし
たり協⼒者を募る

⼩国⼠朗さん（⼩国⼠朗事務所）
岡本佳美さん（株式会社アム）

12/21(⽔)
19:30-21:30

進捗共有会② with ⼤⼈の社会科⾒学
チーム活動の進捗状況を共有するとともに、アカデミー参加者以外に向けて、
情報の拡散や取組の発信への協⼒者を求めていきます。

・チーム活動の最新状況を発表し
フィードバックを得る
・他チームの取組を活動の参考にし
たり協⼒者を募る

嵯峨⽣⾺（サービスグラント）

1/18 (⽔)
19:30-21:30

成果報告会 with ⼤⼈の社会科⾒学
ここまでの取組を振り返り、各チームの活動成果を共有します。 ⾔語化する

岩朝しのぶさん（⽇本こども⽀援協会）
林恵⼦さん（ブリッジフォースマイル）
橘ジュンさん（BONDプロジェクト）

1/28 (⼟)
9:30-12:00

相互フィードバック ＆ ふりかえり
これまでの取組を振り返り、チームメンバー同⼠のフィードバックを⾏った
り、⾃⾝の気づきや今後の仕事・⽣活に活かせるポイントの整理を⾏います。

⾔語化する
・フィードバックを通じて⾃⾝の強
みや課題を確認する
・今後の社会課題との向き合い⽅や
仕事への持ち帰りについて⾔語化す
る

嵯峨⽣⾺（サービスグラント）
SAAメンター
サービスグラント事務局
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参加費について

⼀般参加者 99,000円（税込）

サービスグラント参加経験者 99,000円 → 49,500円（税込）
※サービスグラントが運営するプロボノプロジェクト、または「GRANT」において、1回以上のプロジェクト参加実績のある⼈

【お⽀払い⽅法について】

お⽀払いは銀⾏振り込み、または、オンライン上でのクレジットカードで⾏っていただくことができます。

銀⾏振り込みに際して、請求書の発⾏を希望する場合は申込時にお知らせ願います。

【領収証の発⾏について】

領収証の発⾏の際、宛名を企業名・個⼈名いずれかでお選びいただくことができます。
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アカデミーへの参加によって得られる経験機会とは？

答えのない課題に成果を⽣み出す半年間
n ⾃⽴性を発揮し新たな動きを⽣み出す機会

- 課題を捉え、⾃由な発想で企画し、失敗も含めて学びあう環境があります。
- ひとりでは解決できない社会課題だからこそ、共に知恵を絞って協働し、
仮説を調整しながら成果を⽣み出す挑戦ができる場です。

n 課題解決の最前線で活動する当事者と対話できる機会
- 社会課題を⽬前に奮闘するNPO代表やスタッフ、関係者との対話を通じて、
多様なリーダーシップやマネジメントのあり⽅、価値観の違いを
共感を持って受容し、理解する⼒が磨かれます。

n 本業とは異なる環境、異業種メンバーの中で⾃⾝の強みに気づく機会
- いつもの当たり前が通じないVUCA時代さながらの環境で、企画から実⾏・検証までのすべて
に関わる経験は、⾃⾝の強みや可能性を発⾒し、本業にも還元される能⼒開発になります。

1
4
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p普段はヒエラルキーが強い組織構造の中で仕事をしている

p公募⼈事など⾃ら⼿を挙げて挑戦する機会が少ない

pコーポレート部⾨に所属し、普段の仕事の中で社外との関わりがない・少ない

p管理職の役割上、⾃ら⼿を動かす機会を部下に譲っている

pプロジェクトの規模や役割の細分化から、⾃ら企画・実施・検証の機会が得にくい

過去参加者の声〜参加をオススメする対象者像とは？

アカデミー過去参加者へのヒアリングの中から、こういう⼈の参加がオススメという声が
上がったポイントです。ひとつでも該当する⼈は、ぜひ参加を検討してみてください。

pベンチャーやクリエイティブ業界、⼤学⽣などとの交流や協働の経験がない

p仕事の中で、いま何やっているんだろうとモヤモヤしていて、現状を打開したい
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2021年参加者アンケートより
⾃分事・リーダーシップ

本業とは異なる⽴場や関係性

実践・実⾏⼒
社会課題とイノベーション

安⼼してチャレンジできる環境

いつも接しているビジネスリー
ダーとは違う、リーダーシップ
を感じました。

「⾃分⾃⾝のためにやりたいと
思ってやっている」といった趣
旨のご発⾔が、とことんジブン
ゴトとして取り組まれていて素
敵だと感じました。

⾃分⾃⾝が社会課題のリアルを
体験して、より⾃分事として捉
えることができました。

年齢が異なるメンバーが集まると会社では上司部下の関係が持ち込
まれるが、フラットな関係で成果を出すやり⽅が今の時代だっ
たり、社会が⼤きく変化する時代にはあっている気がしました。

年齢が異なるメンバーを集めたクロス
ファンクショナルチームを作って、課
題解決するといったことをしてみた
い！

⾃社の中では年下の⽴場、今回の活動で
は私が⼀番最年⻑で、普段と逆の⽴場
では、どのように参加してもらえる
と助かるのかを⾝をもって感じるこ
とができたのは良かったです。

新しい働き⽅に触れる経験

机上の議論だけではなく実
⾏する⼤切さを、本業に
も⽣かしていきたい

企画から実践まで短いサイク
ルの中で体験でき良かった

社内でも社会課題への取り組みの重
要性には⽬を向けられています。
仕事とSAAとの共通項を探しつつ、
イノベーションを起こしたいなぁ
と企んでいます。

事業で社会に貢献するためにも、SAAで経験で
きるような社会課題に取り組んでみて、⼀歩
踏み出すことが、役⽴つ気がします。若⼿社
員むけの研修だけでなく、もっと上の層にも役
⽴つ気がしました。

アクティビスト×アドバイザー
×事務局という後ろ楯がある中
でのチャレンジは安⼼かつとて
も勉強になりました。

偏った視点、届かないアクショ
ンになってないよね、というこ
とをプロが⾒てくれる、ので安
⼼して全⼒を出せる気がしま
した。

「気になってる」「考えてる」状態から⼀歩踏み出し、
「ちょっとやってみる」にマインドが移⾏していて、
ソーシャルスタートアップ説明会に参加してみようと思い
ます。
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参加説明会（プレイベント）開催のご案内＆ お問い合わせ

ソーシャルアクションアカデミー2022への参加に関⼼をお持ちの皆さまは、
以下のイベントにぜひご参加ください。

5/21 (⼟)
10:00-11:30 ソーシャルアクションアカデミー参加説明会 林恵⼦さん（ブリッジフォースマイル）

6/22 (⽔)
20:00-21:30 ソーシャルアクションアカデミー参加説明会 SAAメンター（2020・2021参加者のみなさん）

お問い合わせ

認定NPO法⼈サービスグラント（担当：岡本・⼤森・篠崎）
〒150-0002 東京都渋⾕区渋⾕1-2-10
〒541-0047 ⼤阪市中央区淡路町2-5-16 淡路町ビル8階
https://www.servicegrant.or.jp/

電⼦メールアドレス

SAA@servicegrant.or.jp

mailto:SAA@servicegrant.or.jp

